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アジア防災センター (ADRC) 
設立1998. 
ADRCはHAT神戸にあり、この地
域は1995年の阪神淡路大震災か

らの復興のシンボルとして再開発
されました。

ＨＡＴ神戸には多くの医療関連施設やＪＩＣＡ関西、阪神・淡路大震災記念人と
防災未来センター、国際復興支援プラットフォーム(IRP)、国連国際防災戦略
事務局(UNISDR)駐日事務所、国連人道問題調整事務局(OCHA)などの国
際機関があります。



Maldive
s

アジア防災センターのメンバー30カ国
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Iran
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3つの 使命
1. メンバー国の防災力強化
2. 人々が安心して暮らせる地域づくり
3.持続可能な開発を可能にする社会づくり

3つの活動分野
1.防災情報の共有（災害に学び、情報を生かす）
2.人材育成 （防災力向上は“ひとづくり”から）
3.コミュニティの防災力向上（効果的な防災にはコミュニティ・住民
の防災力向上が不可欠）
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Ｓｅｎｔｉｎｅｌ Ａsiaの紹介

センチネルアジアは、アジア地域を対象として2006年から始まった、防災分野

における衛星画像の有効的活用を推進するプロジェクトです。

ＡＤＲＣは、緊急時においてプロジェクト参画機関から衛星画像提供の要請を

受け、適切と判断されたものについては、衛星を保有する関係機関に衛

星画像の提供をお願いします。同時に、被災状況図等についても研究機

関等に作成を要請し、災害対策に必要な各種情報を提供します。
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 センチネルアジアは共同プロジェクトチーム(JPT),  JPTは 98機関（25カ国・

地域80機関、及び15国際機関）からなり構成されます（2015年6月時点）

 JAXA はＪＰＴの事務局を務めています。

 ADRCとそのメンバーである防災機関も、センチネルのメンバーを構成する。

+
m e m b e r s
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アーカイブデータ

被災後データ

解析データ
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 発災: 7月19日
 死者122人、被災者16万人以上

 緊急観測要請:7月22日
 センチネルアジア発動：7月22日
 アーカイブデータアップロード:7月24日
 被災後データアップロード:7月24日
 解析結果図のアップロード：7月24日
 その後、救難活動と地すべり地の抽出の
ための高解像度観測を8月に実施し、解
析結果をアップロード

 地すべり活動の評価のための観測：9月
7日に実施

17

UNOCHA 2015/08/20 被災地域（着色域）
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ALOS-2 PALSOR2 Post Disaster
Product(The inundation area is blue)

※観測要請日の２日後に被災後データと解析結果を提供、現地で
の被災状況の確認及び避難指示に使用された
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地すべり地の観測と解釈
・3 つの天然ダム湖が観測域で
抽出された（アップロード8月24
日）
・その内の一つは、8月28日に決
壊し、下流域のHakhley村に泥流
をもたらした

・地すべりの活動度や天然ダム
の状況を確認するため、9月に同
条件にて追加観測が実施された
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・現地の防災機関との連携による
ニーズの把握

・緊急時には必要とされる日時まで
に、衛星画像や解析成果を提供

・地すべりによる天然ダム形成や氷
河湖の決壊など、大規模災害の予兆
観測にも衛星利用の拡大を図る

ミャンマー政府機関からの感謝状



Thank You For Your Attention

ADRC promotes disaster reduction through
multi-national/multi-stakeholder/multi-lateral 

cooperation in the Asian region

http://www.adrc.asia
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